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オフセット・クレジット（J-VER）制度における方法論の新規・修正提案書
	A：提案者情報

	提案者名（フリガナ）
	

	住所
	〒

	E-mail
	
	電話番号
	


	B：提案内容の概要

	プロジェクト概要
	· プロジェクトの目的及び、どのように温室効果ガスの排出削減をおこなうのか簡単に記載して下さい。


	削減手段
(採用技術等) 
	· プロジェクトで使用する設備・機器等の名称・メーカー名・型番などがあれば記載して下さい。設備・機器等の更新や改善が伴わない場合でも、本プロジェクトで採用されるCO2排出量の削減技術があれば、解説して下さい。


	年間CO2排出
削減見込み量（tCO2）
	· 算定式とともに記載して下さい（算定の根拠になる資料があれば、併せて記載して下さい）。


	プロジェクト
開始（予定）月日
	年　　月　　日


	C：プロジェクトの適格性に関連する事項

	温暖化対策政策上のメリット
	· プロジェクトを実施することによって、各省庁が実施する温暖化対策政策・制度が推進される等のメリットがあれば記載して下さい。


	温暖化対策以外のメリット
	· プロジェクトを実施することによって、温室効果ガス排出削減以外に特筆すべきメリットが（例えば地域の環境保全や経済発展など他の分野における好影響）があれば記載して下さい。


	プロジェクト採算性
	· 設備導入費用、運転費用、原料調達費などの支出とともに、燃料購入費削減、売電収入などの経済的メリットのデータを示し、プロジェクトの実施に採算性がないことを説明して下さい。2008年4月1日以前にプロジェクトが開始されている場合は、プロジェクトが無かった場合には継続が困難な旨(例えば日々の経費支出が収入を上回る、等)の記載をして下さい。



	実施する
プロジェクトの
普及状況
	· プロジェクトで使用する設備・機器・削減技術について、国内の普及状況を記述して下さい
　（根拠になる資料があれば、併せて記載して下さい）。


	プロジェクトの波及効果について
	· 提案者自身によるプロジェクト展開の可能性、同種のプロジェクトの国内展開の可能性等、プロジェクト及びその採用技術の波及効果について記述して下さい。



	D:その他特記事項

	想定される補助制度
があれば記載して下さい
	No.
	補助事業名
	補助主体
	補助額／率

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	想定される関係法制度・ガイドラインがあれば記載して下さい
	No.
	関係法規制･ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
	主な関係項目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	J-VER制度以外の認証制度においての利用が考えられる場合、記載してください。
	No.
	認証制度名
	認証主体
	参考ホームページ等

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	その他
（特筆すべき事項があれば記載して下さい）
	


ご提案ありがとうございました。

添付書類がある場合は、それらを添えて、メール又は郵送にて以下までご提出をお願いいたします。

〒105-0011 東京都港区芝公園3-1-8 芝公園アネックス7階N 　　　　
社団法人海外環境協力センター内　気候変動対策認証センター　

J-VER制度事務局　あて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail　：　jver@4cj.org
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